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楽
し
み
な
が
ら
マ
ナ
ー
学
ぶ

Ｊ
Ａ
女
性
部
千
厩
中
央
支
部
奥
玉
支
部

1 / 2 5

家
の
光
掲
載
レ
シ
ピ
に
挑
戦

レシピを見ながら調理する部員
　

家
の
光
料
理
教
室
を
開

き
ま
し
た
。生
活
シ
ー
ダ
ー

の
那
須
野
敬
子
さ
ん
（
東

山
）
が
講
師
を
務
め
、
１

品
で
ご
飯
や
野
菜
、
肉
が

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る「
ト

ロ
ピ
カ
ル
☆
タ
コ
ラ
イ
ス

コ
ロ
ッ
ケ
」
や
秋
冬
野
菜

を
使
っ
た
「
カ
ブ
の
み
そ

マ
ヨ
あ
え
」
な
ど
３
品
を

手
際
よ
く
作
り
、
４
年
ぶ

り
に
会
食
も
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
東
山
中
央
支
部
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デ
ザ
ー
ト
作
り
で
部
員
交
流

出来上がったデザートを取り分ける部員
　

デ
ザ
ー
ト
作
り
を
行
い

部
員
と
交
流
を
図
り
ま
し

た
。
エ
ダ
マ
メ
を
使
っ
た

ク
ッ
キ
ー
の
「
豆
ッ
キ
ー
」

と
牛
乳
を
使
っ
た
「
レ
ア

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
や
寒
い

冬
に
体
を
温
め
る
「
生
姜

の
炊
き
込
み
ご
飯
」
の
３

品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
料
理
の

得
意
な
部
員
が
教
え
合
い

な
が
ら
手
際
よ
く
調
理
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
川
崎
中
央
支
部

1 / 2 4
「
国
消
国
産
」
に
理
解
深
め
る

国消国産について理解を深めた研修会
　

令
和
５
年
度
研
修
会
を

開
き
、
一
関
地
域
の
農
政

推
進
員
や
一
関
市
、
Ｊ
Ａ

職
員
の
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
岩
手
県
中
央

会
Ｊ
Ａ
支
援
部
の
高
橋
徹

部
長
が
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

提
唱
す
る
「
国
消
国
産
」

の
考
え
方
や
背
景
、「
国
消

国
産
」
実
践
に
向
け
た
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

一
関
地
域
農
政
推
進
員
協
議
会

おいしいコース料理に舌鼓を打つ部員
　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習

会
を
開
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン

あ
さ
ひ
や
の
原
田
良
一

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら

食
器
の
置
き
方
や
使
い

方
、
食
事
中
の
会
話
内
容

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
地

元
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
を
使
っ
た
お
い
し
い
メ

ニ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

あいさつする浅利清廣会長

Ｊ
Ａ
役
員
と

意
見
を
交
わ
す

　

Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
会

を
開
き
ま
し
た
。
青
年
部
員
か

ら
令
和
５
年
度
に
実
施
さ
れ
た

支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の

再
編
や
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
受

け
入
れ
態
勢
、
鳥
獣
害
対
策
へ

の
Ｊ
Ａ
の
支
援
な
ど
、
要
望
が

出
さ
れ
、
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
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大
豆
か
ら
豆
腐
作
り
を
体
験

豆乳を温める工程をする児童
　

３
年
生
76
人
は
Ｊ
Ａ
女

性
部
花
泉
中
央
支
部
涌
津

支
部
７
人
の
指
導
で
豆
腐

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
は
あ
ら
か
じ
め
水
に

浸
し
た
大
豆
を
す
り
つ
ぶ

し
煮
た
後
、
豆
乳
と
お
か

ら
に
分
け
、
豆
乳
を
70
℃

ま
で
温
め
る
工
程
な
ど
に

挑
戦
。
出
来
上
が
っ
た
豆

腐
は
分
け
て
容
器
に
入
れ
、

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

花
泉
小
学
校

2 / 3

歩
き
続
け
る
た
め
の

ケ
ア
を

足の指先を使う運動をする参加者
　

第
８
回
女
性
部
交
流
会

を
開
き
、
日
頃
の
活
動
作

品
展
の
他
、
フ
ッ
ト
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
の
三
浦
和
子
さ

ん
（
藤
沢
）
の
指
導
で
足

の
ケ
ア
や
運
動
を
学
び
ま

し
た
。
部
員
40
人
が
参
加

し
、
歩
き
続
け
る
た
め
に

手
軽
に
で
き
る
足
の
運
動

の
他
、
爪
の
種
類
や
切
り

方
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法
な

ど
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
藤
沢
中
央
支
部

2 / 1 3

産
地
の
維
持
拡
大
目
指
し
て

ナス栽培２０年表彰を受ける菅原さん㊨
　

令
和
６
年
度
通
常
総
会

を
開
き
、
ナ
ス
栽
培
20
年

表
彰
の
菅
原
定
男
さ
ん（
花

泉
）
を
は
じ
め
販
売
実
績

が
優
秀
な
部
会
員
を
表
彰

し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度

は
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
な

す
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た

栽
培
技
術
の
高
位
平
準
化

な
ど
に
取
り
組
み
、
販
売

金
額
２
億
３
５
０
０
万
円

を
目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
な
す
生
産
部
会

2 / 6

秋
ど
り
ト
マ
ト
さ
ら
に
推
進

慎重に議案を進める部会員
　

第
10
回
通
常
総
会
を
開

き
、
令
和
６
年
度
の
合
言

葉
を
「
秋
ど
り
ト
マ
ト
で

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
」
と
し
、

９
・
10
月
の
出
荷
量
拡
大

や
品
質
向
上
に
よ
る
単
価

の
底
上
げ
な
ど
に
取
り
組

み
、
販
売
金
額
４
億
４
３

０
０
万
円
を
目
指
す
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
役
員

改
選
で
は
村
上
真
さ
ん
が

部
会
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
部
会

優良生産者表彰の最優秀賞に輝いた畠山貴一さん㊧

選
ば
れ
続
け
る

産
地
目
指
し

　

第
24
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
の
販
売

金
額
は
３
億
８
６
８
０
万
円

（
１
１
７
・
６
％
）。
令
和
６
年
度

は
、
産
地
拡
大
へ
の
取
り
組
み

の
他
、
生
産
技
術
の
統
一
に
よ

る
品
質
向
上
対
策
、
安
全
安
心

な
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
販

売
金
額
４
億
３
４
０
０
万
円
を

目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ピ
ー
マ
ン
部
会

2 / 8
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今
年
産
に
向
け
防
除
暦
確
認

高
品
質
で
安
定
出
荷
目
指
す

一
関
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ａ
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

　

令
和
６
年
度
通
常
総
会

を
開
き
、
ナ
ス
栽
培
20
年

表
彰
の
菅
原
定
男
さ
ん（
花

泉
）
を
は
じ
め
販
売
実
績

が
優
秀
な
部
会
員
を
表
彰

し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度

は
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
な

す
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た

栽
培
技
術
の
高
位
平
準
化

な
ど
に
取
り
組
み
、
販
売

金
額
２
億
３
５
０
０
万
円

を
目
指
し
ま
す
。

2 / 2 0

節
目
を
迎
え
気
持
ち
新
た
に

あいさつする佐藤盛部会長㊧
　

解
散
総
会
を
開
き
、
提

案
さ
れ
た
議
案
全
て
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５

年
度
の
販
売
実
績
は
、
上

繭
９
１
７
㌔
、
販
売
金
額

２
０
２
万
円
と
な
り
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
事
業
の

効
率
化
を
図
り
、
活
発
な

活
動
を
継
続
す
る
た
め
、

野
菜
部
会
養
蚕
専
門
部
に

継
承
す
る
こ
と
な
ど
を
決

め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
養
蚕
部
会

2 / 1 7

子
ど
も
た
ち
の
成
長
願
っ
て

米を贈呈する佐藤組合長㊨
　

Ｊ
Ａ
は
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
「
た
て
や
ま
プ

ラ
ザ
」
子
ど
も
食
堂
（
藤

沢
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
す
る
「
い
っ
て
み
っ

ぺ
し
藤
沢
」
へ
令
和
５
年

産
米
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
60

㌔
を
贈
り
ま
し
た
。
佐
藤

鉱
一
組
合
長
は
「
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
食
と

農
の
大
切
さ
も
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

販売枝肉単価去勢の部の優良表彰を受ける千葉大さん㊨

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

目
指
し
て

　

第
10
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り

な
ど
厳
し
い
畜
産
環
境
の
中
、

「
１
頭
１
頭
」
を
適
切
に
管
理
し
、

和
牛
生
産
部
会
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
素
牛
の
能
力
を
最
大
限

発
揮
さ
せ
る
よ
う
肥
育
経
営
に

取
り
組
み
、
出
荷
頭
数
６
０
０

頭
、
販
売
金
額
７
億
５
０
０
０
万

円
を
目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
肥
育
牛
部
会

2 / 2 0
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防除暦の説明を聞く生産者
　

令
和
５
年
度
新
技
術
普

及
活
動
検
討
会
を
開
き
ま

し
た
。
令
和
６
年
産
リ
ン

ゴ
の
良
品
質
生
産
に
向
け
、

り
ん
ご
病
害
虫
防
除
暦
の

変
更
点
な
ど
を
確
認
し
た

他
、
今
後
の
リ
ン
ゴ
栽
培

に
役
立
て
る
た
め
、
令
和

５
年
度
に
岩
手
県
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ

た
研
究
成
果
な
ど
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

あいさつする熊谷弘司部会長
　

令
和
６
年
度
通
常
総
会

を
開
き
、
反
収
向
上
や
作

業
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、

高
品
質
で
安
定
出
荷
を
目

指
す
こ
と
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
は
出

荷
数
量
71
㌧
、
販
売
金
額

４
８
１
９
万
円
を
計
画
。

高
温
対
策
に
よ
る
収
量
向

上
や
販
売
強
化
、
信
頼
さ

れ
る
産
地
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
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